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神辺西中学校区 校番 74 福山市立神辺小学校 
   

 最終更新日 202３年（令和 5年）４月 ３日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・学びの伸びを把握する調査では，現状

学年のレベルに達していない児童生徒

がいる。また，無答率が高く考えるこ

とに向き合えない児童生徒が多い。 

・小中ともに児童生徒が自ら動き，生活

をよりよくしようとしている。 

・「体力づくりに取り組んでいる」肯定的解答

が 8７％，新体力テストでは県平均を超えた

割合が 44％。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

スキル：・自己を認識する力   ・自己選択できる力   ・表現力 

倫理観：・粘り強くやり切る力  ・挑戦し続ける力    ・空間認知力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

知：自分の考えを持ち伝え合う子  徳：人の気持ちがわかり協力できる子 

体：健康でねばり強い子 

中学校区として 
統一した取組等 

・神辺西中学校区でめざす授業の姿を共有（主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善の実施） 

・児童生徒による生徒指導（生活のきまり）の見直しの継続 

・神辺西中学校区における「21 世紀スキル＆倫理観」の評価規準による個に応じた指導の実施 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・学力調査等において無答率が高いという課題がある。これに対して，「書く

⇄考える」授業を続けた。2022 年度末には，「考えたことを文や言葉で表

し振り返る」と，肯定的回答をした児童は 84.5％である。 

・「人のために動くことができた」と自己評価する児童は９０％である。学校

や人のためになることを話し合う機会の中で，一人ひとりが考えて実行する

ことができている。一方，自分の言動や友だちとの関わりを振り返り，友だ

ちの気持ちを考えるという点に課題が見られる。 

＜授業＞ 

・「書く⇄考える」授業を一層充実させるため，教師が，教材研究力」や「評価

力」を高め，児童一人ひとりの学びを見取り伸ばしていく必要がある。 

・児童の学びに向かう姿には，個人差があり，児童の発言に対して柔軟に対応

し，学びを繋げていく教師のファシリテーター力を高めていく必要がある。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力 

めざす 

子ども像 
 

 既習事項と新たな知識・

技能を関連付け，思考・判

断・表現の場で活用できる

知識・技能として定着して

いる。 

 課題解決のために必要

な情報を収集し，比較・分

類したり関連付けたりし

て，筋道立てて考え，表現

している。 

 既有の知識と関連付け，

自ら課題を見つけ選択す

るとともに，学習の仕方や

進め方を振り返り，次の学

習や生活に生かそうとし

ている。 
   

研究 

テーマ “対話”と“考えの再構成”を通した「書く⇆考える」学びの実現 

内容等 

１ 「書く⇆考える」学びを軸に置いた授業 
 ・「対話」と「書く」を通して，自分の考えを再構成する授業を展開する。 

 ・「思考を動かす問い」によるゆさぶりを行う。 

 ・「書く⇆考える」手がかりとなるフレームの整理を行う。 

 ・「何を書き，何を考えるか」を明らかにした教材研究と評価を行う。 

２ 自己の学び・成長の振り返り（自己認識） 
 ・学習内容の振り返りに加えて，自己の学び方や成長を振り返る場面を，教育活動

に位置付ける。 

 ・１時間の中で，単元の中で，何を振り返るのかを指導者が見通す。 

めざす授業の姿 

 ・「書く」ことを通して自分の考えを整理し，学ぶ楽しさを味わうことのできる授業 

 ・身に付けた既習事項を活用して，新たな課題を解決することのできる授業 

 ・友だちとの対話を通して，共に学ぶよさを実感できる授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

1.長期欠席者の減少に向けた取組の

推進。 

２学力調査結果を分析して具体的な

改善策を確認して成果につなげ

る。 

 

ミッション 

伝統を現在に生かし，未来を生き抜く人を育てる。 

 学校教育目標 

ひとりひとりの命を生かし 育てる教育の実現 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                  

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

1 

 

“対話”と”考
えの再構成”

を 通 し た
「書く ⇄考
える」学び
の実現 

★ 新
規 

授業者が指導

事項を明確に

し，児童が学び

を実感できる

授業が日々，実

施されている。 

①次の２つの場面

を授業に位置付

ける。 

・書くことで児童

が考える場面。 

・授業で学習した

ことを児童が

振り返る場面。 

②各教科・単元の

本質について理

解を深められる

ように，教材研

究を主とした校

内研修を行う。 

・「日々の授業で目

的を明確にした

振り返りを実施

している。」授業

者を８５％以上

にする。 

         

１ “対話”と”考

えの再構成”

を 通 し た

「書く ⇄考

える」学び

の実現 

★ 新

規 

児童が，友達の

気持ちを考え

て行動するこ

とができる。 

①課題未然防止の

ために，児童が

友達を大切にで

きる環境づくり

を行う。そのた

めに各学級でエ

ンカウンター活

動を行う。活動

の振り返りを行

い，仲間との関

係の変化に気付

かせる。 

②「すてきな神辺

っ子」や児童の

課題から，毎月

１つの生活目標

を設定して学校

全体で守れるよ

うに取り組む。 

・「周りの人の気持

ちを考えて行動

できる」と自己評

価する児童を8

5％以上にする。 

 

         

福山市立神辺小学校 

 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式）                                                               Ｎｏ.（③） 

 

４ “対話”と”
考えの再構
成”を通し
た「書く⇄考
える」学び
の実現 

★ 継
続 

児童が，積極的

に運動に親し

み，体力向上が

できる。 

①本校の体力的課

題の「投運動」を

強化するため

に，多様なボー

ルを投げる機会

を設ける。また，

「体育ファイ

ル」を活用し，自

己の運動能力向

上を見える化す

る。 

②外で遊びたくな

るような用具を

充実させたり，

遊び方の提案を

したりする。ま

た外サーキット

を設置し，休憩

時間にも運動で

きる環境整備を

する。 

・「運動に取り組ん

でいる」児童の割

合を85％以上に

する。 

         

５ 児童の教育

環境をデザ

インする取

組を推進す

る。 

 継

続 

幼保・小・中の

「学びのつな

がり」を意識し

た連携を図る。 

①学力調査から

見える課題を

共有し，小中が

互いの授業の

参観・協議を行

う。 

②授業参観及び

協議を通して，

子どもの学び

の姿及び指導・

保育の具体を

共有する。 

・小中合同研修会，

幼保小合同研修

会を年間２回以

上行い，互いの

授業・保育の様

子を１回以上参

観することで，

幼児・児童・生徒

の学びの姿の具

体について協議

する。 

         



（管理規則第３条実施要領 別紙様式）                                                               Ｎｏ.（④） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員一人一

人の働き方に

対する意識の

醸成を図る。 

①「業務改善アイ

デア」を定期的

に出し合い，協

議・実施すると

ともに，自分／

組織の視点で

業務改善につ

いて振り返る。 

②超過勤務45時

間以内を目指

し，各主任を中

心に学年間で声

かけを行うとと

もに，入退校時

刻表を活用し勤

務時間の自己管

理を行う。 

・職員アンケート

において，「子ど

もたちのために

使える時間をつ

くる工夫をして

いる」と肯定的

評価する職員を

80％以上にす

る。 

         

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


